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【特集企画】

「高齢者の感染症リスク理解のための基礎老化研究～糖鎖と免疫システム～」

　高齢者は様々な感染症にかかりやすくなる。例えば、肺炎は高齢者の死亡原因の上位に位置する疾
患で、年齢を追うごとに死亡原因に占める割合が増加する（厚生労働省　平成30年人口動態統計年報）。
若い世代（青年期～壮年期）においては比較的深刻とならない感染症においても、高齢者にとっては
重大な問題を引き起こすことがしばしば報告されている。その要因として、加齢に伴う免疫システム
の脆弱化に加え、身体を構築する１つ１つの細胞や細胞表層分子の加齢変化を見過ごすことはできな
い。昨今の COVID-19 のパンデミックにおいて、高齢者ならびに基礎疾患を有する人で感染症が重篤
化しやすい理由にはどのような生物学的変化が考えられるのか、また、どのような治療法が有効とな
るのかは、多くの人にとって関心のある問題である。その解明に迫るべく、感染の標的となる細胞お
よびその制御システムについて、基礎研究の視点から理解を深める必要がある。

　本特集号では、免疫システムと非常に関わりの深い糖鎖分野に重点を置き、様々な観点から細胞の
老化および免疫システムに関する専門家の先生方に最新の知見をご紹介頂いた。
　長江　雅倫先生、山﨑　晶先生（大阪大学微生物病研究所）には、免疫受容体の観点から免疫応答
に関わる様々な受容体のリガンド（糖鎖など）の認識機構についての構造生物学的な知見を解説して
頂いた。後藤　義幸先生（千葉大学真菌医学研究センター）には、腸管上皮細胞に発現する糖鎖と腸
内微生物の相互作用により生じる感染防御と感染症リスクについてご紹介頂いた。佐田　亜衣子先生

（熊本大学国際先端医学研究機構）には、高齢者も含め誰しもが有する幹細胞について、加齢に伴う
糖鎖変化に関する最新の知見を概説頂いた。佐々木　紀彦先生（東京都健康長寿医療センター研究所
老年病態研究チーム）には、血管内皮細胞を始めとする各種細胞の老化や疾患に伴う変化に対する糖
鎖の機能的役割に関してご紹介頂いた。

　老化研究に携わる多くの方々にとって、本企画を通し、糖鎖という着眼点から高齢者においてます
ます重要性を増す免疫・感染症へのリスクについて考える一助になれば幸いである。
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